
 



 

 

 

 

 

 

指導者 

 

 

１ 単元の目標 

(1) 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。 

〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え、要旨 

を把握することができる。             〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)ア 

(3)  文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)エ 

 (4)  言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや 

考えを伝え合おうとする。                 「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 教材名 

  「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ 「国語１」（光村図書） 

 

３ 指導の内容と言語活動、教材のかかわり 

（１）言語活動設定の意図 

 

目的意識   文章の構成や展開、表現の効果について考えるために 

相手意識   クラスの仲間に対して 

場面状況意識 説明や記録などの文章を読む場面で 

方法意識   理解したことや考えたことを報告したり文章にまとめたりする活動を通して 

評価意識   文章の構成や展開、展開の効果について根拠を明確にして考えることができたか 

 

（２）教材の特徴 

本教材は仮説検証型の説明的な文章である。本文は「前提となる知識」「研究のきっかけと仮説」「仮

説の検証１」「仮説の検証２」「結論」の５つの部分で構成されている。日々の観察の中から仮説を立

て、その仮説を検証するために２つの実験を行う。その結果を基に、仮説の妥当性を主張するという

論の展開が、筆者の主張に説得力を与えている。仮説、主張は意見に当たり、実験による仮説の検証

は事実・根拠に当たる。文章を読み取る際には、意見を読み取る箇所なのか、事実を読み取る箇所な

ＩＣＴ活用事例 Ｃ２（協働での意見整理） 

中学校１年・国語科  

「驚きの発見」を伝えよう～文章の展開や表現の効果について考える 

使用機器：ＩＣＴ端末  使用したソフト：表計算ソフト 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

①自分の考えを表計算ソフトに記述し、協働で編集することで、対話しながら加除修正したい場

合、すぐに修正することができる。また、記述時間を短縮し、対話の内容を充実させることがで

きる。 

②表現方法を話し合いながら制作することにより、子供たちが豊かな表現力を身に付けること

ができる。 



のかを判断する必要がある。「前提となる知識」「研究のきっかけ」という事実から「仮説」という意

見が生まれ、それを実験結果という事実によって「検証」し、「結論」という意見に結びつける文章の

展開に着目させたい。また、内容の客観性や説得力をもたらすために、図表が果たしている役割も大

きい。イラストは、何を指し示すために用いられたものなのか、必要な情報を読み取ることが求めら

れる。グラフは、その数値の変化を視覚的に捉えるだけでなく、図表の情報や数値を比較して考える

ことが求められる。図表を読み取るだけでなく、文章と図表を結び付けることによって、簡潔に分か

りやすく、説得力をもたせることができる点に着目させ、その効果を考えさせたい。 

 

４ 単元の評価規準 

＊本単元では、〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１)エを特に重点的に指導し評価する。 

 

５ 指導と評価の計画（Ｃ「読むこと」の６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ ○学習のねらいを把握し、学

習活動の概要をつかむ。 

 

○「『言葉』をもつ鳥、シジュ
ウカラ」を通読する。 

 

○知らない単語について辞書

で調べる。 

・学習のねらいを具体的に示し、学習の

見通しをもたせる。 

 

・段落番号を本文に記入させる。 

 

 

 

 

 

２ 

・ 

３ 

○文章の構成と内容を捉え

る。 

 本文を役割ごとに５つの部

分に分ける。 

 

 

○事実と意見を読み解く。 

 筆者が立てた仮説を本文か

ら見つける。またその仮説

は何を基にして立てられた

ものなのかを考える。 

 

 

 

○仮説の検証Ⅰ・Ⅱについて

５つの観点でまとめる。 

・本文を「ア 前提となる知識」「イ 研

究のきっかけと仮説」「ウ 仮説の検証

Ⅰ」「エ 仮説の検証Ⅱ」「オ 結論」

の役割で段落を分けさせる。 

 

・文章から筆者が立てた仮説を見付けさ

せる。その仮説が何を基に立てられた

のかを考えさせ、仮説という意見は観

察という事実を基に立てられたものだ

と気付かせる。意見との関係に気付か

せる。文章全体を通して意見と事実に

着眼することを意識させる。 

 

・段落ごとにキーセンテンスを見つけ、

線を引かせる。 

・検証Ⅰ・Ⅱを「検証の目的」「検証方法」

「結果」「考察・解釈」「問題点」の５

つの観点でまとめさせる。それぞれの

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 原因と結果、意見と

根拠など情報と情報

との関係について理

解している。（(2)ア） 

① 「読むこと」において、文章の中心的

な部分と付加的な部分、事実と意見と

の関係などについて叙述を基に捉え、

要旨を把握している。  （Ｃ(1)ア） 

② 「読むこと」において、文章の構成や

展開、表現の効果について、根拠を明

確にして考えている。  （Ｃ(1)エ） 

① 粘り強く文章の構成や展

開、表現の効果について考

えようとしている。 

[知識・技能]① 

ノート等への記述 

[知識・技能]① 

ノート等への記述 

[思考・判断・表現]① 

ノート等への記述 



段落がそれぞれの観点に対応している

ことを確認させる。 

・検証Ⅱの問題点がないことから仮説が

証明されたことに気付かせる。 

４ 

・

５ 

○新聞の作成の仕方を知る。 

１人１台端末内の表計算ソ

フトの操作方法を学ぶ。 

 

○グループで新聞を作成する。 

メイン、サブ１、サブ２に載

せる内容をグループで話し

合う。 

 

 

 

○新聞を作成する。 

メイン、サブ１、サブ２の記

事を打ち込む。 

 

・単元の振り返りを新聞にまとめること

を説明する。 

 

 

・「内容のまとめ」「文章の論の展開の特

徴」「自分が説得力のある文章を書くた

めに生かせること」の３つを記事内容

とすることを説明する。 

・３つの観点をどこに配置するのか考え

させる。 

 

・「記事入力シート」に記事を書かせる。 

・「紙面シート」にそれぞれの記事のタ

イトル、見出し、図表を入力させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 ○発表原稿を作成し、発表の

練習をする。 

 

 

○作成した新聞を発表する。 

 グループで発表しあう。 

 

 

○新聞作成、発表を通して考え

たことを振り返る。 

 

 

○全体で交流する。 

・どこにどの記事を載せたのか、どのよ

うにまとめたのか、なぜそこに書いた

のかをまとめさせる。 

 

・発表原稿を基に発表させる。 

・他グループの発表を聞き、相違点をメ

モさせる。 

 

・説得力をもたせるための筆者の工夫、

説得力のある文章を書くために生かし

てみたいこと、という観点で振り返ら

せる。 

 

 

６ ＩＣＴの効果的な活用について 

  本実践では、手書きによる新聞作成ではなく、１人１台端

末上での新聞作成（右の写真参照）を行った。表計算ソフト

の共同作業を生かし３～４人のグループを作り、グループ

ごとに新聞を作成した。グループで意見交流をしながら、一

人一人が作業することができた。また、作成しながら、他グ

ループの作業を閲覧することができ、よりよいと思うもの

を取り入れようとする姿を見ることができた。文字を打ち

込むことで、書き直すという行為が手書き入力よりも容易

にでき、粘り強く表現を練り直す姿を見ることができた。 

  新聞作成後はプロジェクターを活用し、どのような新聞

を作成したのかの発表会を行った。その後、学習の振り返り

をする際にも１人１台端末を用いて自身の作成した新聞だ

けでなく、他グループの作成した新聞を見ながら、考えを深

めることができていた。 

[思考・判断・表現]② 

記事入力シート・紙

面シート 

[思考・判断・表現]② 

ワークシート 

[主体的に学習に取

り組む態度]① 

ワークシート 



７ 評価の実際 

 (１)［知識・技能］の評価 

［知識・技能］①について、「仮説と、その仮説の根拠の関係を読み解いている」姿を(「おおむね

満足できる」状況(Ｂ))と捉え、第２時に評価した。第２時には本文から筆者が立てた仮説と、その仮

説はなにを基に立てられたものなのかを考えさせる学習活動を行った。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断した生徒については、仮説という言葉に着目させ、本文から筆者

が立てた仮説を読み取らせる指導が必要である。 

 

 (２)［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］①について、「仮説の検証を観点ごとに対応する段落から読み取る」姿を（「お

おむね満足できる」状況(Ｂ)）と捉え、第３時に評価した。段落ごとに内容を捉えたり、書かれてい

る事実が書き手の意見とどのような関係にあるのかなどを捉えたりするために、本文に線引きできて

いるのか、読み取ったことをノートにまとめているかを確認する。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断した生徒については、各段落がどの観点について書かれているも

のなのかに着目させるなどして、観点に対応する段落を見付け出すよう指導が必要である。 

 

［思考・判断・表現］②について、「新 

聞づくり、新聞紹介を通して深めた自分の 

考えをまとめている」姿を（「おおむね満 

足できる」状況(Ｂ)）と捉え、第６時に評 

価した。新聞作り、新聞紹介という学習活 

動を通し、本作品の論の展開について根拠 

をもって考えを述べているか、学習したこ 

とを自身の今後にどのようにつなげてい 

くかを具体的に述べているかを確認する。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断した 

生徒については、他グループとの発表会 

を通して、相互の違いはどこにあるのか 

を考えさせるなどの指導が必要である。 

 

 

 (３)［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

「主体的に学習に取り組む態度」①について、「文章の構成や展開、表現の効果について、他グルー

プと意見交流をしながら考えようとしている」姿を(「おおむね満足できる」状況(Ｂ))と捉え、第６

時に評価した。他グループと意見交流を通して、自分一人では気付くことのできなかった考え方に触

れ、重要となりそうな他者の意見を積極的にメモしながら取り入れようとする姿勢から粘り強さを確

認する。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断した生徒については、単元の学習課題について再度確認するよう

な指導が必要である。  


